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第３章 歴史的風致の維持及び向上に関する方針

１．歴史的風致の維持及び向上に関する課題

（１）歴史的建造物の保存・活用に関する課題

本市には、名勝・錦
きん

帯
たい

橋
きょう

、重要文化財・吉
きっ

香
こう

神社、重要文化財・旧
きゅう

目
め

加
か

田
た

家住宅とい

った国指定の文化財である歴史的建造物が存在し、錦帯橋の架け替えをはじめ、修理や修

繕を行いながら保存に努めてきました。錦帯橋と旧目加田家住宅は保存活用計画も策定し

ています。

岩国城下町では、平成25年（2013）に施行された岩国市景観条例に基づき、歴史的建造

物の修繕に対する助成制度を設け、民間の歴史的建造物の保存に向けた取組も行ってきま

した。

また、岩国城下町を中心とする一帯487.3haは、令和３年（2021）10月に「錦川下流域にお

ける錦帯橋と岩国城下町の文化的景観」として重要文化的景観に選定されています。

岩国城下町全体の活用を促す岩国城と岩国城ロープウエーは、共に多くの人々に利用さ

れています。

しかし、歴史的建造物の保存・活用に関して、以下のような課題があります。

〇遺跡等の調査

・岩国城跡の価値を明らかにする調査の未実施

○保存・活用のための整備

・重要文化財（建造物）保存活用計画に基づく、公開活用の促進のための施設整備不足

・重要文化的景観の歴史的建造物等の重要な構成要素の整備不足

・岩国学校教育資料館、岩国練
れん

武
ぶ

場、JR西岩国駅駅舎の改修整備の未対応・未実施

・岩国城や岩国城ロープウエー駅舎の耐震化、バリアフリー整備の未実施

〇歴史的建造物等の継承

・歴史的資源の保存・活用に係る団体の不足
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（２）歴史的活動の継承に関する課題

岩国行
ゆか

波
ば

の神
かん

舞
まい

、周
す お う

防祖
そ

生
お

の柱
はしら

松
まつ

行事、山
やま

代
しろ

神
か ぐ ら

楽といった伝統文化を反映した人々

の活動が継承されています。

本市では、このような活動について、文化財保護法や山口県文化財保護条例、岩国市文

化財保護条例に基づき保護が図られています。

また、市内の文化財を紹介する公式サイト「いわくに文化財探訪」による情報発信や、活

動については動画やパンフレットの作成等、歴史的活動の継承に向けた取組を行っていま

す。

民俗芸能等については、岩国民俗芸能まつりや保存会等の活動により継承が図られて

います。

しかし、歴史的活動の継承に関して、以下のような課題があります。

○歴史的活動の発信

・歴史的活動の価値等の発信機会の確保不足

○伝統文化を継承する仕組み

・錦帯橋のう飼や、岩国南
なん

条
じょう

踊
おどり

の継承に向けた施策不足や記録整備の未対応

・山代神楽をはじめとする歴史的活動の継承体制の不備

（３）歴史的市街地の整備に関する課題

岩国城下町の歴史的建造物周囲において、自然環境やまちの骨格が残され、歴史的市

街地が受け継がれています。

本市では、岩国城下町において、景観計画等により、きめこまやかな景観誘導等に取り

組むとともに、歴史的市街地としての佇まいや雰囲気を維持向上させるさまざまな事業の

導入に取り組んできました。

しかし、歴史的市街地の整備に関して、以下のような課題があります。

○まちなみ環境の整備

・岩国城下町の景観と調和した道路等の整備の不足

○文化的景観の体感整備

・案内や視点場などの文化的景観を体感できる整備の不足

○吉香公園の整備

・吉香公園の一部園路整備の未実施

○歴史的建造物周囲のまちなみ整備

・民間の住宅や店舗等を含めたまちなみの整備不足
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（４）歴史的風致の周知と交流促進に関する課題

古くから錦帯橋の観光をはじめとした交流によって賑わってきた本市には、現在も多くの

人々が来訪しています。

岩国城下町では、錦帯橋下河原を駐車場として利用し、多くの来訪者に対応してきまし

た。

また、本市では、ボランティアガイドの活動や子供・家族を対象にした体験学習の取組な

ど、地域の歴史文化をいかした観光振興や教育学習等に取り組んできました。

岩国徴
ちょう

古
こ

館
かん

を中心に各地域の民俗資料館等で歴史文化に関する資料等の収蔵、展示に

も取り組んできました。

しかし、歴史的風致の周知と交流促進に関して、以下のような課題があります。

○錦帯橋下河原の駐車場対応

・錦帯橋下河原の駐車場について、河川の増水時等の対応の未実施

○岩国城下町の観光案内施設

・錦帯橋をはじめとする岩国城下町地区の観光案内施設の整備の不足

○文化財の収蔵・展示施設

・岩国城下町において文化財を収蔵し、展示する情報発信施設の整備の不足

○調査・普及・啓発

・市内の広い範囲に点在する文化財の全市的調査の未実施
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２．既存計画（上位・関連計画）

本市では、「第３次岩国市総合計画」に基づいて、まちづくりを推進しています。

本計画の推進にあたって、「第３次岩国市総合計画」に整合するとともに、「岩国市都市

計画マスタープラン」、「第２次岩国市まち・ひと・しごと創生総合戦略」、「岩国市農林業

振興基本計画」、「岩国市景観計画」等の関連計画との連携を図ります。

また、国の指定等文化財に関する個別計画である「名勝錦帯橋保存活用計画」、「重要文

化財（建造物）旧目加田家住宅保存活用計画」との連携も図っていきます。

第３次岩国市総合計画

岩国市
歴史的風致維持向上計画

・第２次岩国市まち・ひと・しごと創生総合戦略

・岩国市都市計画マスタープラン

・岩国市景観計画

・岩国農業振興地域整備計画

・岩国市農林業振興基本計画

・岩国市耐震改修促進計画

・岩国市中山間地域振興基本計画

・岩国市過疎地域持続的発展計画

・岩国市公共施設個別施設計画

・錦帯橋を中心とした錦川両岸地域のまちづくり将来ビジョン

・錦川下流域における錦帯橋と岩国城下町の

   文化的景観保存活用計画

・名勝錦帯橋保存活用計画

・重要文化財（建造物）旧目加田家住宅保存活用計画

・岩国市博物館等施設再整備計画 / 岩国市博物館基本計画

整合 整合

連携

《主な関連計画等》

図３-１　各種計画との関係性
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（１）第３次岩国市総合計画（令和５年（2023）３月策定）

同計画は、令和５年（2023）３月に策定した計画です。将来像「ともに歩み、ともに創り、と

もに輝く、交流とにぎわいのまち岩国」を掲げるとともに、その実現に向けた３つの基本理

念と７つの基本目標を設定しています。

歴史的風致の維持向上に係る主な内容として以下が挙げられます。

基本目標「２ 創意工夫に満ちた活力あふれる産業と観光のまち」の施策目標「２-１ 多

様な観光客が訪れ、交流を楽しんでいる」には、「観光交流人口の拡大」に係る具体施策

として「錦帯橋の世界遺産登録に向けた国内外での活動の推進」、「重要文化的景観の整

備・活用の推進」、「「錦帯橋のう飼」の保存・継承」等を位置付けています。

基本目標「３ 地域資源を賢く使い、持続可能で快適に暮らせるまち」の施策目標「３-

２　誰もが快適に暮らせる生活環境が整っている」には、良好な景観の形成に係る具体

施策として「景観まちづくりの推進」に「岩国・横
よこ

山
やま

地区を対象とした街なみ環境整備の

推進」、「歴史的建造物の景観重要建造物への指定及び修繕助成による保存・利活用」、

「景観まちづくりに対する意識の啓発・PR」を位置付けています。

基本目標「５ 豊かな心を育む教育文化のまち」の施策目標「５-２ 文化・芸術・文化

財を身近に感じ、郷土を愛する市民が増えている」には、「文化財の保護と伝統文化の継

承」の具体施策として「錦帯橋やその周辺における文化的景観の整備・保存・活用」、「多

様な文化財の保存・活用」、「伝統文化の継承」、「博物館・資料館の充実」を位置付けて

います。

4747

と
も
に
歩
み
、
と
も
に
創
り
、
と
も
に
輝
く
、
交
流
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
岩
国

将来像 基本理念 基本目標 施策目標

「
時
流
」
と
と
も
に
歩
む

「
郷
土
」
と
と
も
に
歩
む

「
人
」
と
と
も
に
歩
む

市民一人一人がいきいきと暮らせるまち

1-1 出産や子育ての希望をかなえることができる
1-2 一人一人が心身の健康づくりに取り組んでいる
1-3 高齢者や障害者が地域で安心していきいきと生活している
1-4 適切な医療を受けられる環境が整っている

2-1 多様な観光客が訪れ、交流を楽しんでいる
2-2 活力ある産業と魅力的な人材が育まれている
2-3 魅力的でにぎわいにあふれた中心市街地になっている
2-4 空港・港湾をいかした多様な交流が育まれている
2-5 農林水産業の経営が持続し、活性化している
2-6 岩国の魅力が高まり、「選ばれるまち」となっている

3-1 地域の実情に応じた効果的な都市基盤が整っている
3-2 誰もが快適に暮らせる生活環境が整っている
3-3 脱炭素社会・循環型社会の構築に向けた取組が推進されている

4-1 救急・災害時の備えが整った強靭なまちが構築されている
4-2 犯罪・事故への対策・対応が充実した安心できるまちになっている
4-3 航空機の騒音対策や安全対策が進んでいる

5-1 子供たちが健やかに成長し、社会で活躍している
5-2 文化・芸術・文化財を身近に感じ、郷土を愛する市民が増えている
5-3 誰もが生涯学習・スポーツに親しめる環境が整備されている
5-4 多文化共生社会が実現している

6-1 市民が地域づくりに積極的に携わっている
6-2 市民の市政への関心が深まり、参画意欲が高まっている
6-3 一人一人の人権や多様性が大切にされている

7-1 便利で質の高い市民サービスが提供されている
7-2 持続可能な行政経営が実現している

1

2
創意工夫に満ちた

活力あふれる産業と観光のまち

3
地域資源を賢く使い、

持続可能で快適に暮らせるまち

4
誰もが安心して安全に暮らせるまち

5
豊かな心を育む教育文化のまち

6
多様性を尊重し、

支えあいと協働で暮らしを支え、育むまち

7
時代や市民ニーズに合った
行政経営に取り組むまち

基
本
構
想
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策
の
大
綱
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第２節 施策体系

図３-２　第３次岩国市総合計画の体系（『第３次岩国市総合計画』を基に一部加筆）
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（２）第２次岩国市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和２年（2020）３月策定）

同戦略は、令和２年（2020）３月に策定したものです。

基本理念「未来へつながる交流都市岩国～若い世代に選ばれるまち～」を掲げるととも

に、国の基本目標に対応して、４つの基本目標を設定しています。

基本目標「１ まちとまちをつなぐ交流づくり」の施策の柱「１－１交流の推進」には、自然

の魅力を活かした体験型観光の推進、錦帯橋及び錦帯橋周辺のライトアップ、錦帯橋世界

文化遺産登録の推進、シロヘビやオオサンショウウオなどの天然記念物や横山地区に集中

する建造物等の指定・登録文化財、博物館の観覧機会の充実等を位置付けています。

基本目標「４ 地域の暮らしを支えるまちづくり」の施策の柱「４－３中山間地域の活性

化」には、地域資源を活用した農山村交流体験の推進等を位置付けています。

図３-３　岩国市まち・ひと・しごと創生総合戦略の体系（『第２次岩国市総合戦略』を基に一部加筆）
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 第２章 総合戦略の体系

総合戦略の体系 
「未来へつながる交流都市岩国」 ～若い世代に選ばれるまち～ 

国 

基本目標※ 

岩国市 

基本目標 
施策の柱 施  策 

地方とのつな

がりを築き、地

方への新しい

ひとの流れを

つくる 

１ まちとまち

をつなぐ交流

づくり 

1-1 交流の推進 

1-1-1 観光による交流人口の拡大 
1-1-2 文化・スポーツによる交流人口の 

拡大 
1-1-3 観光情報の発信 
1-1-4 観光客受入環境の強化・機能向上 

1-2 空港･港湾の活用 
1-2-1 空港の利用促進 
1-2-2 港湾の利用促進 

1-3 シティプロモーションの推進 
1-3-1 シティプロモーションの推進 
1-3-2 地域ブランド化の推進 

稼ぐ地域をつ

くるとともに、

安心して働け

るようにする 

２ 産業振興に

よるしごとづ

くり 

2-1 企業誘致の推進 2-1-1 企業誘致の推進 

2-2 雇用･創業の促進 
2-2-1 創業の促進 
2-2-2 就業支援 

2-3 地場産業の育成･支援 
2-3-1 経営基盤の強化 
2-3-2 商店街の活性化 
2-3-3 中心市街地の活性化 

2-4 農林水産業の育成･支援 
2-4-1 農林水産業の経営支援 
2-4-2 農林水産業の担い手の育成 

結婚・出産・子

育ての希望を

かなえる 

３ 結婚・出産・

子育ての希望

をかなえる環

境づくり 

3-1 結婚・妊娠・出産・子育てへの

支援 

3-1-1 結婚への支援 
3-1-2 妊娠への支援 
3-1-3 出産への支援 
3-1-4 子育て家庭への支援 
3-1-5 健やかな成長･発達への支援 
3-1-6 ワーク･ライフ･バランスの推進 

3-2 子供たちの教育の充実 
3-2-1 学校教育の充実 
3-2-2 地域と一体となった教育力の向上 
3-2-3 教育環境の充実 

ひとが集う、安

心して暮らす

ことができる

魅力的な地域

をつくる 

４ 地域の暮ら

しを支えるま

ちづくり 

4-1 安心･安全に暮らすことが 

できる環境の整備 

4-1-1 医療環境の堅持 
4-1-2 地域包括ケアシステムの深化・推進 
4-1-3 防災対策等の充実 
4-1-4 地域交通の維持 

4-2 魅力ある居住環境の整備・保全 4-2-1 魅力ある居住環境の整備・保全 

4-3 中山間地域の活性化 4-3-1 中山間地域の活性化 

4-4 広域連携の推進 4-4-1 広域連携の推進 

4-5 多文化共生社会の推進 
4-5-1 多文化共生社会の推進 
4-5-2 英語交流のまち Iwakuni の推進 

※国の「第 2 期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」」（令和元年 12 月 20 日）に示す基本目標 

 

◎数値目標・重要業績評価指標（ＫＰＩ）の設定 

総合戦略では、基本目標ごとに５年後の実現すべき成果に係る数値目標（政策実施の結果とし

て住民にもたらされる便益（アウトカム）の目標）を設定します。 

また、基本目標ごとに講ずべき施策の基本的方向と具体的な施策を記載し、各施策の効果を客

観的に検証できる指標（重要業績評価指標（ＫＰＩ：Key Performance Indicators））を設定し

ます。 

◎取組スケジュールの設定 

 総合戦略で位置づける施策の具体的な取組について、計画期間内におけるスケジュールを設定

します。取組スケジュールには、取組の実施方法などについて検討する「検討」期間、取組に着

手し、継続実施をしていく「実施」期間、取組の実施に向けて検討を行い、実施の目途がつき次

第実施を行う「検討・実施」によって設定します。
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（３）岩国市都市計画マスタープラン（平成 23 年（2011）３月策定、平成 29 年（2017）３月改訂）

同マスタープランは、平成23年（2011）３月に策定、平成29年（2017）３月に改訂したも

のです。「第２章  都市づくりの目標」の中に、将来像「豊かな自然と共生する　活力あ

ふれる都市いわくに－交流・協働・共創のまちづくり－」とともに、３つの都市づくりの基

本理念と６つの都市づくりの目標を掲げるとともに、後述する将来都市構造を示してい

ます。

図３-４　都市計画マスタープランの体系（『岩国市都市計画マスタープラン』を基に一部加筆）
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図３-５　都市計画マスタープラン将来都市構造図（『岩国市都市計画マスタープラン』より）

都市づくりの目標「３．多様な地域資源を活かした魅力ある都市づくり」には、「歴史や文

化等の各地域の個性を活かした魅力ある都市づくり」として歴史や文化、自然等の豊富な

地域資源を活かし、地域固有の産業や個性を活かした魅力ある都市づくりを図ること、「岩

国らしい魅力ある都市景観の形成」として岩国固有の歴史、文化、自然を未来に継承すると

ともに、市民がまちに愛着と誇りを持ち、訪れる人々の印象に残る魅力ある都市景観を形成

することを示しています。

将来都市構造には、将来像及び都市づくりの目標の実現に向けて、拠点、都市軸、ゾ

ーンを設定しています。拠点のひとつ「観光拠点」については、「本市を代表する歴史、

文化、自然等を有した観光地としての中心的な役割を担うエリアとして、錦帯橋等の各観

光資源及びその周辺地区を位置づけ、観光地としての魅力の向上」を図ることを示して

います。
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（４）岩国市景観計画（平成 24 年（2012）11 月策定、令和３年（2021）１月改定）

同計画は、平成24年（2012）11月に策定、令和３年（2021）１月に改定したものです。

岩国市景観ビジョンの基本理念「自然と歴史を未来へつなごう　美しい景観のまち岩

国」とともに、景観形成の基本方針のひとつに「歴史文化を未来へつなぐ」を掲げるととも

に、景観特性に応じてゾーンを設定し、ゾーンごとに景観形成の方針を設定しています。

また、城下町の横山地区と岩国地区を重点地区に指定し、きめ細やかな景観誘導を行っ

ています。

図３-６　岩国市景観計画ゾーン区分図（『岩国市景観計画』に一部追記）

横山・岩国重点地区
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（５）岩国農業振興地域整備計画（令和５年（2023）８月策定）

同計画は、令和５年（2023）８月に策定したものです。

本市では、都市計画法に基づき定められた市街化区域及び用途地域、飛行場、自然

公園法の国定公園特別保護地区、規模の大きな森林の区域等を除いた地域が「岩国

農業振興地域」に指定されています。同計画は、岩国農業振興地域内における土地利

用や農業振興の方向について定めた計画であり、農業上の土地の有効活用や農業の近

代化のための施策を総合的かつ計画的に推進することで、優良な農地を確保するとと

もに、活力ある農業振興地域の実現を図ることを目的としています。農用地等の保全の

方向として、農山村において、農用地が食料の生産・供給のみならず、文化の伝承等の

多面的機能を有していることに触れ、企業や各種団体との連携により、各地域が有する

多様な資源が活用される持続可能な環境づくりに向けた検討を行うことを示していま

す。

農地
農業用施設用地
混牧林地
採草放牧地
県界
市町村界
旧市町村界
農業振興地域界

図３-７　岩国農業振興地域の図（『岩国農業振興地域整備計画』に一部追記）
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（６）岩国市農林業振興基本計画（令和５年（2023）４月策定）

同計画は、令和５年（2023）４月に策定したものです。

農林業を取り巻く情勢の変化に対応し、地域資源を活かした持続的・安定的な農林業

を確立できるよう、統合的かつ計画的な施策の展開を目的に、中項目＜重点項目＞の「農

林業を活用した交流促進」には、都市・農山村交流の促進に向けた施策として、農業体験

活動や農山村資源・文化の伝承活動等、都市住民との交流を促進することを位置付けてい

ます。岩国市農林業振興基本計画の体系

大項目＜施策の柱＞ 中項目＜重点項目＞ 小項目＜取組方針＞

１．農林業を支える
　　担い手づくり

２．活力ある
　　農山村づくり

３．自然環境の保全

１-１地域を支える
　　担い手の確保育成

・新規就農者の確保・育成
・新規林業就業者の確保・育成
・多様な担い手の育成・支援

１-２経営体の育成・支援
・農業経営体の育成・強化
・林業経営体の育成・強化

２-３農林業生産基盤の整備
・農業生産基盤の整備
・林業生産基盤の整備

２-１需要に応じた農林産物の
　　生産振興

・地域特産作物の生産振興
・畜産物の生産振興
・水田を利用した農産物の生産振興
・安心・安全な農産物づくりの推進
・地域木材の生産振興

２-２農林産物の商品力強化と
　　地産・地消の推進

・地域ブランド化の推進
・他産業との連携推進
・地域農産物の利用促進
・地域木材の利用促進

２-４農山村の生活環境の向上
・生活環境の整備
・地域共同活動の促進
・鳥獣被害防止対策の推進

２-５農林業を活用した交流促進
・都市・農山村交流の促進
・農村女性の活動促進

３-１多面的機能の維持・強化
・農地・農業用施設の整備・保全
・森林の整備・保全

３-２自然環境保全の担い手の
　　確保・育成

・環境ボランティアの育成

図３-８　岩国市農林業振興基本計画の体系
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（８）第２次岩国市中山間地域振興基本計画（令和５年（2023）４月策定）

同計画は、令和５年（2023）４月に策定したものです。

中山間地域の振興を総合的かつ計画的に推進することを目的に、基本目標に「安心・安

全に暮らし続けることができる中山間地域の実現」を掲げ、「特色ある文化や伝統など地域

資源の情報発信・イベントなど関係人口・交流人口を増やす取組を推進することで、中山間

地域の活力を取り戻し、将来にわたり心豊かに、また、安心・安全に暮らし続けることので

きる地域づくりを目標」とすること

を示しています。

施策のひとつには「農林水産業

など地域資源を活かした多様な文

化・産業の振興」を掲げ、施策の方

向性に中山間地域における民俗芸

能まつりの積極的な開催、各地域

に伝わる独自の伝統文化の伝承を

位置付けています。

（９）岩国市過疎地域持続的発展計画（令和３年（2021）３月策定）

同計画は、令和３年（2021）３月に、策定したものです。

地域の持続的発展の基本的方針のひとつに「地域資源を活かした地域づくりの推進」

を掲げ、「地域資源を活用した地域活力の向上のため、農林水産業や観光産業等の振興、

休廃校施設の有効活用の検討を行い、地域再生への取組を推進」することを示しています。

また、「地域文化の振興等」に関連して、「貴重な文化財の保存活用に努め、文化財愛護精

神の普及を図り、地域の伝統芸能、伝統行事を後世に保存継承していくための育成、支援

を行う」ことを示しています。

2 

 

 計画の期間 

計画期間は、「第３次岩国市総合計画」の計画期間と合わせ 、2023（令和５）年度から 2032
（令和 14）年度までの 10 年間とします。施策については、社会情勢や 中山間地域を取り巻く環
境の変化に対応するため、 2023（令和５）年度から 2027（令和９）年度までの「前期」と、2028
（令和 10）年度から 2032（令和 14）年度までの「後期」の各５年間に分けて策定します。 

 

 岩国市の中山間地域 

 岩国市中山間地域振興基本計画における対象地域は、条例及び岩国市中山間地域振興施策基本
条例第２条第５号の規則で定める区域を定める規則（平成 26 年規則第 29 号）で定める区域
（「山口県中山間地域づくりビジ ョン」と同一の地域）で、*地域振興５法の適用地域並びに農林
水産省の*農業地域類型区分による山間 農業地域及び中間農業地域（昭和 25 年２月１日時点の旧
市町村区分。）としています。  

 

 

 

 

 

 

 

旧岩国市の区域のうち、柱島、小瀬、藤
河、御庄、北河内、南河内、師木野 及び
通津地区並びに、旧由宇町、旧玖珂町、
旧本郷村、旧周東町、旧錦町、旧美川町
及び旧美和町の区域  

　　　地域振興５法適用かつ農林統計中山間
　　　地域振興５法適用のみ
　　　農林統計中山間のみ

図３-９　中山間地域（『第２次岩国市中山間地域振興基本計画』より）

（７）岩国市耐震改修促進計画（平成 20 年（2008）３月策定、令和５年（2023）３月変更）

同計画は、平成20年（2008）３月に策定、令和５年（2023）３月に変更したものです。

地震による建築物の倒壊等の被害から市民の生命、身体及び財産を守るため、市内の

住宅、その他建築物の耐震診断及び耐震改修を総合的かつ計画的に促進するための施

策立案を目的に、市有建築物について計画的に耐震診断を実施し、その結果に基づき、計

画的に耐震改修を実施し、耐震性の向上を図ること等を位置づけています。
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（10）岩国市公共施設個別施設計画（令和５年（2023）３月策定）

同計画は、令和５年（2023）３月に策定したものです。

本市では、昭和40年代後半から昭和50年代にかけて経済成長を背景に増大するニーズ

に応えるべく、数々の公共施設を整備してきました。これらの公共施設は今後、一斉に大規

模改修や更新の時期を迎えますが、人口減少や少子高齢化の進展が避けられない中、現

在の施設をそのまま維持していくことが困難となっています。こうした状況に対応するため、

同計画は、平成29年（2017）10月に策定した今後の公共施設の在り方について基本的な考

え方を示した「岩国市公共施設等総合管理計画」に基づき、市民の貴重な財産である公共

施設を、次代の市民に健全な状態で継承するとともに、市民サービスの維持向上を図るため、

公共施設の最適化に取り組むことを目的としています。

計画の対象施設は、公共施設（建物）1,090施設で、この中には、岩国徴古館や岩国城、

岩国高校記念館といった歴史的建造物や、岩国行
ゆか

波
ば

の神舞伝承館、沼
ぬ

田
だ

ふれあい神楽

交流館といった伝統的な活動の拠点施設も含みます。

個別施設の方向性として、指定等文化財である歴史的建造物については、関係法令等に

基づき適切に補修等を行い、保存活用することとしています。岩国城ロープウエーは未指定

の歴史的建造物ではありますが、多くの観光客が訪れる観光施設であることから、安全性

を確保し、適切に維持するため計画的に整備を進めることとしています。また、岩国行波の

神舞伝承館、沼田ふれあい神楽交流館については、伝統的な活動を継承する場としての機

能を継続することとしています。

1 

第１章 個別施設計画について 

 

１ 計画の目的 

本市では、昭和 40年代後半から昭和 50年代までにかけて経済成長を背景に増大するニーズに

応えるべく、数多くの公共施設を集中的に整備し、その後も多様化する行政需要に対応するため

公共施設の整備を行ってきました。 

これら公共施設は今後、一斉に大規模改修や更新の時期を迎えますが、人口減少や少子高齢化

の進展等が避けられない中、公共施設の整備に充てられる財源は必然的に縮小せざるを得ない

状況にあり、現在の施設を将来にわたってそのまま維持していくことは極めて困難となってい

ます。 

こうした状況に対応するため、平成 29年（2017年）10 月に、今後の公共施設の在り方につい

て基本的な考え方を示した「岩国市公共施設等総合管理計画（以下「総合管理計画」といいま

す。）」を策定しました。この総合管理計画に基づき、市民の貴重な財産である公共施設を、次代

の市民に健全な状態で継承するとともに、市民サービスの維持向上を図るため、公共施設の最適

化に取り組むこととし、「岩国市公共施設個別施設計画（以下「本計画」といいます。）」を策定

します。 

本計画に記載する個別の施設の方向性については、地域の方々と地域の実情や特性等を含め、

十分な協議を行い、合意形成を図りながら進めます。 

 

２ 計画の位置付け 

本計画は、本市の最上位計画である「岩国市総合計画」を踏まえ、総合管理計画で定めた基本

方針に即して策定します。 

本計画の推進に当たっては、第２次岩国市まち・ひと・しごと創生総合戦略、行政経営改革プ

ラン、岩国市都市計画マスタープラン、岩国市立地適正化計画など、関連計画との整合性を図り

ます。 

なお、本計画は、平成 30 年２月に策定した「岩国市公共施設等アクションプラン」の詳細版

とするもので、国の「インフラ長寿命化基本計画」に基づく、本市全ての公共施設（建物）にお

ける個別施設計画として位置付けます。 

      

●計画の位置づけ

公共施設等総合管理計画

■個別施設計画

アクションプラン

橋梁長寿命化修繕計画

公園施設長寿命化計画

公共下水道長寿命化計画

など

公共施設（建物） インフラ施設

財政計画

岩国市総合計画

都市計画

マスタープラン

など

イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
（
国
）

公共施設白書

■個別施設計画

学校施設長寿命化計画

公営住宅等長寿命化計画

個別施設計画

■岩国市公共施設個別

施設計画

公共施設（建物）全てを対象

にアクションプランより具体

的な方向性を示したもの

図３-10　計画の位置づけ（『岩国市公共施設個別施設計画』より）
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（11）錦帯橋を中心とした錦川両岸地域のまちづくり将来ビジョン　　　
（平成 26 年（2014）４月策定）

同ビジョンは、平成26年（2014）４月に策定したものです。

錦帯橋を中心とした錦川両岸地域の魅力あるまちづくりを進めるため、まちづくりの目標

を「住んでよし、訪れてよしのまち」と掲げ、まちづくりのテーマとして、以下の３つを設定し

ています。

１  城下町として育まれてきた風景と文化を守ります

２  歴史性を大切にした暮らしやすい住環境をつくります

３  何度も訪れたいと感じてもらえるもてなしの環境を整えます

 

図３-11　まちづくり構想図（『錦帯橋を中心とした錦川両岸地域のまちづくり将来ビジョン』より）
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また、地域の特徴を活かしながら、実効性の高いまちづくりを進めるため、４つのゾーン

と３種類の道路の位置づけを設定しています。

歴史的資源が多く集積し、かつ歴史的な基盤及びまちなみをはじめとした城下町の歴

史性を顕著に受け継ぐ市街地が形成される区域を重点市街地ゾーンと設定し、空き地・駐

車場等の集約化とまちなみ形成に向けた利活用、歴史的な道の整備、歴史的な建造物等

を活用した交流施設の整備等の施策を行動計画に位置付けています。

なお、本市では、この将来ビジョンに基づく城下町地区のまちづくりを進めるための具体

的な取組を示すアクションプランとして『城下町地区グランドデザイン』を策定しています。

グランドデザインの中の「実施計画」は、毎年度、最新計画に更新しています。
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（12）錦川下流域における錦帯橋と岩国城下町の文化的景観保存活用計画
（令和３年（2021）１月策定）

同計画は、令和３年（2021）１月に策定したものです。

文化的景観の保存及び活用に関する基本方針として、以下の５つを設定しています。

１　岩国城下町をつなぐ錦帯橋と自然が織りなす風景の保全

２　城下町由来の空間構造及び景観を特徴づける構成要素の継承

３　城下町由来のまちなみと文化の継承

４　錦帯橋の物
もの

見
み

が育む生業の持続・創出と物見の往来を支える環境の整備

５　住民と行政の協働及び文化的景観を支える人材の育成

また、基本方針の推進に向けて、文化的景観の保存に配慮した土地利用に関する事項、

重要文化的景観の重要な構成要素、文化的景観の整備活用に関する事項、文化的景観の

保存及び活用のために必要な体制を定めています。

具体的には、文化的景観の整備活用に関する事項として、上記に加え、文化的景観の

価値や魅力を深めていくための継続した調査研究を行うことや、文化的景観の保存活用

に関する取組について記録を残し、情報、知識、技術等の蓄積を図ることを位置付けてい

ます。

図３-12　重要文化的景観選定範囲（『錦川下流域における錦帯橋と岩国城下町の文化的景観保存活用計画』より）
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（13）名勝錦帯橋保存活用計画（令和３年（2021）３月策定）

同計画は、令和３年（2021）３月に策定したものです。

錦帯橋を適切に保存管理するとともに、価値を後世に継承し、より多くの人々が理解、活

用できることを目的に、保存活用の目標を「橋梁の機能と美しさ、橋梁と周辺が一体となっ

た風致景観の継承」と掲げるとともに、保存活用の基本方針として名勝錦帯橋の風致景観

に影響する周辺地域に対する保全措置を講じることや、本質的価値の理解促進のため、周

辺地域と一体的な活用を図ることなどを設定しています。

昭和 18 年の
追加範囲

昭和 18 年の
追加範囲

350間（637m）

230間（418m）

60間（108m）

60間（108m）

凡例

名勝範囲 0   50 100     200             400(m)

図３-13　錦帯橋の名勝指定範囲（『名勝錦帯橋保存活用計画』より）
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（14）重要文化財（建造物）旧目加田家住宅保存活用計画（令和５年（2023）10月策定）

同計画は、令和５年（2023）10月に策定したものです。

岩国城下町に位置する重要文化財（建造物）旧目加田家住宅の価値を堅実に保存し、岩

国城下町の観光振興等に旧目加田家住宅を積極的に活かしていくことを目的に、保存管理、

環境保全、防災、活用に関する各計画を定めています。

具体的には、地域住民との協働による管理運営体制の構築や、関係団体等と連携した現

地での案内、イベントの開催等の検討、災害等の緊急時の行動計画を関係者間で共有する

こと等を位置付けています。

22

第１章　計画の概要

６．計画の概要
（１）計画区域

計画区域は、旧目加田家住宅として重要文化財に指定されている主屋とともに、土塀、木戸門、
中門及び袖塀、井戸、便所、庭園等を含む屋敷地全体と重要文化財（建造物）等防災施設整備事業（防
災施設等）指針による第二次近接距離（第一次近接建物等との近接距離が 5m以下に該当する第二
次近接建物等から 5m以下の範囲）に接する歩道を含めた範囲とする。（p58 参照）なお、敷地境
界線から計画区域の距離は都市計画図を元に算出した。

敷地境界線

N

吉香公園

計画区域
0 6ｍ

歩道

歩道

岩国シロヘビの館

吉香　鵜の里

吉香公園

図 1-6-1　計画区域

図３-14　旧目加田家住宅保存活用計画の計画区域（『重要文化財（建造物）旧目加田家住宅保存活用計画』より）
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（15）岩国市博物館等施設再整備計画（令和３年（2021）３月策定）／

岩国市博物館基本計画（令和４年（2022）３月策定）

岩国市博物館等施設再整備計画は、令和３年（2021）３月に策定したものです。

市内の博物館、資料館等の老朽化を背景に、博物館等の運営のあり方をとりまとめ、新

博物館への展示機能や教育機能を集約すること、歴史民俗資料館の展示機能を廃止する

こと、各地域資料の活用は支所等を想定することを方針として定めています。

岩国市博物館基本計画は、岩国市博物館等施設再整備計画の策定を受けて、令和４年

（2022）３月に策定したものです。

新博物館の基本理念「ここに来れば岩国市の歴史がすべてわかる」を掲げるとともに、

新施設の役割を、歴史文化を受け継ぐ地域の学び場、岩国の魅力を広める発信の場、岩国

の新しい魅力をつくる交流の場と設定し、資料の収集保存、調査研究、展示公開、教育普

及、情報発信等に取り組むことを定めています。

3 立地環境と施設の想定規模

（１）立地環境

「岩国市博物館等施設再整備計画」での検討をもとに、現状においては、新博物館は岩国徴
古館を含む形で、一体的に展開していく方向性を想定していきます。以下、岩国徴古館周辺で
新館を設置する場合の建設予定エリアを検討しました。
新館の建設予定エリアは資料の管理体制や施設運営を岩国徴古館と一体的に行うと考えた場

合、岩国徴古館の北東側が適切と判断しました。

（２）新館の想定規模

●新博物館の基本理念実現に向け、諸活動を支えるための諸室と設備を配置することや、将来
の資料の増加を見越したスぺースを確保することを考慮したうえで、新館としての延床面積
を約1,800㎡程度として想定します。

●資料搬入時の車両進入口確保のため、隣接するサンライフ岩国との調整が必要になります。

p.24

図３-15　新博物館の想定位置（『岩国市博物館基本計画』より）
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３．歴史的風致の維持及び向上に関する方針

本市の維持向上すべき歴史的風致及びその課題などを踏まえ、以下のとおり方針を定め

ます。

（１）歴史的建造物の保存・活用に関する方針

歴史的建造物の保存・活用に向けて、当該建造物の老朽化等を改善する取組を計画的

に推進します。

〇遺跡等の調査

・岩国城跡の価値を明らかにする調査を推進します。

○保存・活用のための整備

・重要文化財（建造物）保存活用計画に基づく、公開活用の促進のための施設整備を推

　進します。

・重要文化的景観の重要な構成要素の整備を推進します。

・岩国学校教育資料館、岩国練武場、JR西岩国駅駅舎の保存活用に向けた整備を推進

　します。

・岩国城や岩国城ロープウエー駅舎の耐震化、バリアフリー整備を推進します。

○歴史的建造物等の継承

・歴史的資源の保存・活用に係る団体の設立・支援に取り組みます。

（２）歴史的活動の継承に関する方針

歴史的活動の継承に向けて、その担い手を支える取組を推進します。

○歴史的活動の発信機会の創出

・歴史的活動の継続に向けた支援、PRの促進に取り組みます。

○伝統文化を継承する取組の推進

・錦帯橋のう飼や、岩国南条踊の継承に向けた施策や記録整備に取り組みます。

・山代神楽をはじめとする歴史的活動の継承体制の構築を支援します。
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（３）歴史的市街地の整備に関する方針

歴史的建造物の周囲における良好な市街地の形成に向けて、岩国城下町の歴史的市街

地整備に関する取組を推進します。

○まちなみ環境の整備

・岩国城下町の景観と調和した道路等の整備を推進します。

○文化的景観の体感整備

・案内や視点場などの文化的景観を体感できる整備を推進します。

○吉香公園の整備

・吉香公園の園路整備を推進します。

○歴史的建造物周囲のまちなみ整備

・民間の住宅や店舗等を含めたまちなみの整備を推進します。

（４）歴史的風致の周知と交流促進に関する方針

歴史的風致の周知と交流促進に向けて、多くの人が歴史や文化に触れる場の再構築や、

これまで知られていなかった文化財を把握し、普及する取組を推進します。

○錦帯橋周辺の駐車場の再整理

・錦帯橋下河原の駐車場の再配置を推進します。

○岩国城下町の観光案内施設の整備

・錦帯橋をはじめとする岩国城下町地区の観光案内施設の整備を推進します。

○文化財の収蔵・展示施設の再整理

・資料の収蔵・展示を集約し、展示する情報発信施設の整備を推進します。

○文化財の調査

・未指定文化財の価値を明らかにする調査を推進します。
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４．歴史的風致維持向上計画の実施体制

本市は、本計画の実施にあたって、歴史まちづくり法第11条に基づく「岩国市歴史的風致

維持向上計画協議会」を中心に、計画の進捗管理・評価などの計画推進に係る事項や計画

変更の協議などを行います。

庁内においては、歴史的風致の維持向上に関わる関係各課で構成する「庁内会議」を設

置し、計画の業務調整や進捗管理などを行います。

「岩国市歴史的風致維持向上計画協議会」と「庁内会議」の事務局は景観整備課が担

当し、文化財の所有者・管理者、関係団体などとの連絡調整を行い、本計画の円滑な推進

に努めます。必要に応じて「岩国市文化財審議会」などへ報告し、国や県との協議を行い、

計画の推進に取り組みます。

岩国市
歴史的風致
維持向上計画

協議会

岩国市
文化財審議会

岩国市
景観審議会

連絡調整
報告

協議

調整

意見

協議

助言
支援

庁内推進体制

岩国市

岩国市歴史的風致維持向上計画　推進体制

外部組織

文部科学省
農林水産省
国土交通省

国

（庁内関係課）
公園施設課　　　道路課
下水道課　　　　河川課
都市排水施設課　商工振興課
都市計画課　　　　　　など

（庁内会議）
文化財課　　　　錦帯橋課
観光振興課　　　農林振興課
景観整備課【事務局】

図３-16　「岩国市歴史的風致維持向上計画」の実施体制


